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発行　石川県立歴史博物館　 
〒920-0963 金沢市出羽町3番1号 
TEL.076（262）3236  FAX.076（262）1836

◇会 期 9月23日（木・祝）～11月3日（水・祝）
会期中無休

◇会　　場 第1特別展示室
◇開館時間 午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
◇入 館 料 一　般　　850円（680円）

大学生　　700円（560円）
高校生以下無料／65歳以上680円
（ ）内は20名以上の団体料金

◇主　　催 石川県立歴史博物館
◇共　　催 北國新聞社
◇特別協力 財団法人　 川記念財団
◇後　　援 金沢放送局　北陸放送　石川テレビ放送　テレビ金沢

北陸朝日放送　金沢ケーブルテレビネット　エフエム石川
ラジオかなざわ　ラジオこまつ　ラジオななお

No.97 2010・9・15

◆関連講座（れきはくゼミナール）

日　時　 10月16日（土） 午後2時～

演　題　 徳川将軍家と加賀藩

担　当　 北　春千代（当館学芸主幹）

会　場　 当館学習ホール
※申込不要・聴講無料・展覧会観覧の場合は入館
料が必要です。

◆ギャラリートーク

日　時　 9月25日（土）午前11時～

10月9日（土）午後2時～

10月30日（土）午後2時～

担　当　 北　春千代（当館学芸主幹）

会　場　 第1特別展示室
※入館料が必要です。

◆講演会 ＜聴講無料＞

日　時　 9月23日（木・祝） 午後2時～

演　題　 ご当主対談「徳川家と前田家」

講　師 Ó川恒孝氏（徳川宗家第18代当主）

前田利祐氏（前田家第18代当主）

会　場 石川県立美術館ホール

※当日12時30分より石川県立美術館ホール前に
て、入場整理券を発行（先着順）。
※当館に隣接する施設が会場となりますので、ご
注意ください。
※お問い合わせは歴史博物館（℡ 076-262-
3236）へお願いいたします。
※会場へは公共交通機関をご利用下さい。

秋季特別展

蝙蝠扇（朱塗緑地卯の花垣時鳥・三日月金銀彩）
和宮（静寛院宮）所用 Ó川記念財団蔵
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産
。
三
男
五
女
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
元
和
八
年
（
一
六
二

二
）、
体
調
を
く
ず
し
同
年
七
月
三
日
、
二
十
四
歳
の
若
さ

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
法
号
は
天
徳
院
。

利
常
は
、
同
年
、
高
野
山
に
、
翌
同
九
年
、
金
沢
に
そ
れ

ぞ
れ
天
徳
院
を
建
立
し
菩
提
を
弔
い
ま
し
た
。

【
主
な
展
示
資
料
】

重
文
　
菊
桐
紋
蒔
絵
角
赤
手
箱
　
天
徳
院
所
用

菅
生
石
部
神
社
蔵

加
賀
市
文
　
黒
塗
葵
紋
散
蒔
絵
雛
道
具
　
天
徳
院
所
用

菅
生
石
部
神
社
蔵

二
、
大
姫
と
前
田
光
高
・
綱
紀

大
姫
は
、
加
賀
藩
四
代

藩
主
前
田
光
高
の
正
室
で

す
。
寛
永
四
年
（
一
六
二

七
）、
水
戸
中
納
言
徳
川

頼
房
の
四
女
と
し
て
生
れ

ま
し
た
。
初
め
絲
、
後
に

阿
智
。
大
姉
君
と
称
さ
れ

ま
し
た
。
水
戸
光
圀
（
黄

門
）
の
姉
に
あ
た
り
ま
す
。

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
養
女

と
な
り
、
翌
同
九
年
、
光
高
と
の
縁
組
を
命
じ
ら
れ
、
同
十

年
（
一
六
三
三
）、
加
賀
藩
辰
口
邸
に
入
輿
し
ま
し
た
。

同
二
十
年
（
一
六
四
三
）、
後
の
五
代
加
賀
藩
主
と
な
る

名
君
の
綱
紀
を
産
み
、
ほ
か
早
世
し
た
万
菊
丸
を
出
産
し
ま

し
た
。

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）、
光
高
の
死
に
よ
り
落
飾
し
、

清
泰
院
の
院
号
を
称
し
ま
し
た
。
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）、

徳
川
家
光
の
遺
物
金
二
万
両
と
葉
茶
壷
を
頂
戴
し
て
い
ま

す
。明

暦
二
年
（
一
六
五
六
）
九
月
二
十
三
日
、
三
十
歳
で
没

し
ま
し
た
。

秋
季
特
別
展 

徳
川
将
軍
家
と
加
賀
藩 
　
　
―
姫
君
た
ち
の
輝
き
― 

本
展
は
、
徳
川
将
軍
家
か
ら
加
賀
藩
主
前
田
家
に
嫁
い
で
こ

ら
れ
た
珠
姫
た
ま
ひ
め

・
大
姫

お
お
ひ
め

・
溶
姫

よ
う
ひ
め

の
三
人
の
姫
君
と
、
幕
末
の
激
動

期
、
徳
川
将
軍
家
を
支
え
、
江
戸
総
攻
撃
回
避
に
貢
献
し
、
ま

た
徳
川
宗
家
再
興
に
尽
力
し
た
篤
姫
あ
つ
ひ
め

と
和
宮

か
ず
の
み
やに

ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
婚
礼
調
度
品
な
ど
を
中
心
に
、
関
連
す

る
古
文
書
や
肖
像
画
、
美
術
品
の
優
品
な
ど
を
加
え
、
将
軍
家

と
加
賀
藩
主
前
田
家
の
意
外
に
密
接
な
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。

序
章
と
し
て
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
始
ま
り
、
一
か
ら
五
章
に
分

け
、
次
の
よ
う
な
展
示
構
成
で
公
開
し
ま
す
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

①
徳
川
家
康
と
前
田
利
家
・
利
長

②
二
代
徳
川
秀
忠
と
前
田
利
常

浩
妙
院

一
、
珠
姫
と
前
田
利
常

二
、
大
姫
と
前
田
光
高
・
綱
紀

三
、
溶
姫
と
前
田
斉
泰

四
、
篤
姫
と
和
宮
の
時
代

五
、
幕
末
か
ら
明
治
へ

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
豊
臣
秀
吉
の
死
後
、
微
妙
な
関
係
に

あ
っ
た
徳
川
家
康
と
前
田
利
家
、
母
芳
春
院
を
江
戸
へ
人
質

に
だ
し
た
前
田
利
長
に
加
え
、
そ
れ
に
利
常
と
珠
姫
（
天
徳

院
）
の
長
女
で
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
養
女
と
な
り
、
津
山

藩
森
忠
広
に
嫁
い
だ
亀
鶴
姫
（
浩
妙
院
）
な
ど
を
と
り
あ
げ

ま
す
。

【
主
な
展
示
資
料
】

東
照
大
権
現
像
　
尾∫

神
社
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
公
集
成
　
伝
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
筆

Ó

川
記
念
財
団
蔵

重
文
　
蒔
絵
朱
鞘
大
小
拵
前
田
利
家
所
用
尾
山
神
社
蔵
　
　

石
川
県
文
　
芳
春
院
書
状
　
お
ち
よ
宛

前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

二
代
徳
川
秀
忠
（
台
徳
院
）
画
像
　
個
人
蔵

重
文
山
水
蒔
絵
料
紙
箱
・
机
浩
妙
院
遺
愛
品
妙
成
寺
蔵

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
展
示
の
核
と
な
る
各
章
の
姫
君
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
珠
姫
と
前
田
利
常

珠
姫
は
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
の
正
室
で
す
。
慶

長
四
年
（
一
五
九
九
）、
徳
川
秀
忠
の
次
女
と
し
て
生
れ
ま

し
た
。
徳
川
家
康
の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。
幼
名
は
子
々
、

禰
々
。

家
康
の
人
質
と
し
て
江
戸
に
赴
い
た
芳
春
院
の
代
わ
り
と

し
て
、
同
六
年
（
一
六
〇
一
）
九
月
晦
日
、
東
海
道
を
経
由

し
て
金
沢
城
の
前
田
利
常
の
も
と
に
入
輿
し
ま
し
た
。
珠
姫

三
歳
、
利
常
九
歳
で
し
た
。

利
常
と
は
仲
の
よ
い
夫
婦
で
、
同
十
八
年
（
一
六
一
三
）、

十
五
歳
の
と
き
長
女
の
亀

鶴
（
後
に
森
忠
広
室
）
を

産
み
、
以
後
も
長
男
の
光

高
（
加
賀
藩
四
代
藩
主
）、

次
女
の
小
媛
、
次
男
の
利

次
（
富
山
藩
初
代
藩
主
）、

三
男
の
利
治
（
大
聖
寺
藩

初
代
藩
主
）、
三
女
の
満

（
広
島
藩
主
浅
野
光
晟
室
）、

四
女
の
富
（
八
条
宮
智
忠

親
王
妃
）、
五
女
の
夏
を
出

加賀市文　黒塗葵紋散蒔絵雛道具　
天徳院所用 菅生石部神社蔵

菊流水蒔絵薫物箱（菊の白露蒔絵
香箱） 清泰院遺愛品　個人蔵
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【
主
な
展
示
資
料
】

国
宝
　
剣
銘
吉
光
清
泰
院
持
参
品
　
白
山
比w

神
社
蔵

出
品
期
間
十
月
二
十
五
日
〜
十
一
月
三
日
　

菊
流
水
蒔
絵
薫
箱
　
清
泰
院
遺
愛
品
　
個
人
蔵

三
、
溶
姫
と
前
田
斉
泰

溶
姫
は
、
加
賀
藩
十
三
代
藩
主
前
田
斉
泰
の
正
室
で
す
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
二
十

一
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、

偕
（
諧
）
子
と
称
し
ま
し
た
。

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
斉
泰
と
の
縁
組
が
決
ま
り
、

同
十
年
（
一
八
二
七
）、
加
賀
藩
本
郷
邸
に
豪
奢
な
行
列
を

調
え
入
輿
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
溶
姫
を
迎
え
る
た
め
藩
邸

に
建
て
ら
れ
た
御
守
殿
の
門
が
、
現
在
の
東
京
大
学
の
赤
門

で
す
。

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）、
後
の
十
四
代
加
賀
藩
主
と
な

る
慶
寧
を
産
み
、
ほ
か
釣
次
郎
、
利
順
（
喬
松
丸
、
後
の
鳥

取
藩
主
池
田
慶
栄
）
を
出
産
し
ま
し
た
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
金
沢
に
来
ま
し
た
が
、
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）、
江
戸
に
赴
き
禁
門
の
変
に
無
断
で
退

京
し
た
慶
寧
の
助
命
を
嘆
願
し
ま
し
た
。
慶
応
四
年
（
明
治

元
、
一
八
六
八
）、
再
び
金
沢
に
移
り
ま
し
た
が
、
二
ヶ
月

後
の
五
月
朔
日
、
五
十
六
歳
で
没
し
ま
し
た
。
法
号
を
景
徳

院
と
い
い
ま
し
た
。

激
動
の
幕
末
に
あ
っ
て
、
加
賀
藩
と
江
戸
幕
府
と
の
間
の

立
場
に
生
き
た
人
で
す
。

【
主
な
展
示
資
料
】

黒
塗
葵
紋
に
若
松
唐
草
散
蒔
絵
化
粧
道
具
　
溶
姫
所
用
　

個
人
蔵

単
衣
　
紫
絽
地
流
水
芦
雁
模
様
　
溶
姫
着
用

東
京
国
立
博
物
館
蔵

四
、
篤
姫
と
和
宮
の
時
代

篤
姫
は
、
十
三
代
将
軍

徳
川
家
定
の
御
台
所
（
将

軍
の
正
室
）
で
す
。
天
保

六
年
（
一
八
三
五
）、
薩

摩
藩
主
島
津
家
の
一
門
で

あ
る
今
和
泉
島
津
家
の
忠

剛
の
娘
に
生
れ
ま
し
た
。

幼
名
を
一
と
い
い
ま
す
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
本
家

の
島
津
斉
彬
の
養
女
と
な
り
、
篤
子
と
称
し
ま
し
た
。
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）、
右
大
臣
近
衛
忠
熈
の
養
女
と
な
り
、

敬
子
、
篤
君
と
称
し
、
家
定
と
結
婚
。
同
五
年
（
一
八
五
八
）、

家
定
没
後
、
落
飾
し
て
天
璋
院
の
号
を
得
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
時
に
は
静

寛
院
宮
と
と
も
に
徳
川

家
救
解
を
朝
廷
に
嘆
願

し
、
家
名
保
全
と
江
戸

総
攻
撃
回
避
に
貢
献
し

ま
し
た
。
以
後
、
宗
家

を
相
続
し
た
十
六
代
家

達
の
訓
育
に
専
念
し
、

徳
川
宗
家
再
興
に
尽
力

し
ま
し
た
。
明
治
十
六

年
（
一
八
八
三
）
十
一

月
二
十
日
、
四
十
九
歳

で
死
去
し
ま
し
た
。

和
宮
は
、
十
四
代
将
軍
家
茂
の
御
台
所
（
将
軍
の
正
室
）

で
す
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
仁
孝
天
皇
の
第
八
皇
女

に
生
れ
、
和
宮
の
名
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
文
久
元
年
（
一
八

六
一
）、
内
親
王
宣
下
を
う
け
、
親
子
と
称
し
ま
し
た
。
翌

年
に
家
茂
と
結
婚
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）、
家
茂
死
没

後
、
薙
髪
し
て
静
寛
院
宮
と
称
し
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
時
に

は
天
璋
院
と
と
も
に
徳
川
家
救
解
を
朝
廷
に
嘆
願
し
、
家
名

保
全
に
貢
献
し
ま
し
た
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
九
月
二
日
、
療
養
先
の
箱
根
塔

ノ
沢
温
泉
で
死
去
し
ま
し
た
。
三
十
二
歳
。

【
主
な
展
示
資
料
】

天
璋
院
像
　
川
村
清
雄
筆

薩
州
桜
島
真
景
図
　
敬
子
（
天
璋
院
）
所
用

柄
鏡
（
葵
牡
丹
紋
）
・
鏡
箱
（
溜
塗
葵
牡
丹
紋
散
蒔
絵
）

敬
子
（
天
璋
院
）
所
用

黒
塗
桜
蝶
唐
草
蒔
絵
貝
桶
　
伝
和
宮
（
静
寛
院
宮
）
所
用

打
掛
（
白
綸
子
地
流
水
菊
牡
丹
模
様
染
繍
）

伝
和
宮
（
静
寛
院
宮
）
着
用

旅
櫛
箱
（
村
梨
子
地
葉
菊
紋
散
蒔
絵
）

和
宮
（
静
寛
院
宮
）
所
用

以
上
は
す
べ
てÓ

川
記
念
財
団
蔵

五
、
幕
末
か
ら
明
治
へ

【
主
な
展
示
資
料
】

十
五
代
徳
川
慶
喜
像

版
籍
奉
還
の
言
上
の
儀
に
付
被
聞
食
候
書
付
　

銀
細
工
　
花
車
・
花

以
上
は
す
べ
てÓ

川
記
念
財
団
蔵

こ
の
機
会
に
是
非
ご
鑑
賞
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
学
芸
主
幹
　
北
　
春
千
代
）

雛道具　貝桶・行器（黒塗松唐草牡丹紋散
蒔絵） 篤姫（敬子　天璋院）所用

岩に鷹棚錺　徳川家定遺愛品
Ó川記念財団蔵

単衣　紫絽地流水芦雁模様　
溶姫着用 東京国立博物館蔵
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貸
出
中
の
館
蔵
品

他
の
施
設
で
も
見
ら
れ
る
歴
博
の
貴
重
資
料

歴
博
の
館
蔵
資
料
は
総
数
約
十
六
万
点
に
も
及
び
ま
す
が
、
そ
の

一
部
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
他
館
の
展
覧
会
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
放
送
局
や
出
版
社
へ
の
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
の
貸
し
出
し
も
、
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
催

し
物
な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
務
で
す
が
、
こ

れ
も
博
物
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
な
の
で
す
。

・
「
小
宮
山
家
文
書
」（
石
川
県
指
定
文
化
財
）

前
田
利
家
朱
印
状
、
前
田
安
勝
黒
印
状
、
浅
野
長
政
書
状
、
長

束
正
家
書
状
、
大
谷
吉
継
書
状
ほ
か

計
一
件
十
五
点

特
別
展
「
近
世
敦
賀
の
幕
開
け
〜
吉
継
の
治
め
た
湊
町
〜
」

九
月
十
八
日（
土
）〜
十
一
月
十
四
日（
日
）

会
　
場：

敦
賀
市
立
博
物
館

（
福
井
県
敦
賀
市
・
〇
七
七
〇
―
二
五
―
七
〇
三
三
）

・
「
甕
形
土
器
　
加
賀
市
柴
山
出
村
遺
跡
出
土
」

・
「
本
阿
弥
光
悦
書
状
　
長
九
宛
」

計
二
点

企
画
展
「
加
越
能
の
美
術

―
縄
文
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
名
宝
―
」

九
月
十
一
日（
土
）〜
十
月
二
十
四
日（
日
）

会
　
場：

石
川
県
立
美
術
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，

五
〇
〇
円

モ
ダ
ン
の
調
べ
　
蓄
音
機

一，

〇
〇
〇
円

太
子
信
仰
と
北
陸
　
―
聖
徳
太
子
へ
の
あ
こ
が
れ
―

一，

二
〇
〇
円

永
光
寺
の
名
宝

一，

二
〇
〇
円

紀
尾
井
町
事
件
　
―
武
士
の
近
代
と
地
域
社
会
―

一，

七
〇
〇
円

祝
い
絵
　
―
デ
ィ
ス
プ
レ
ィ
の
民
俗
誌
―

二，

〇
〇
〇
円

能
楽
　
―
加
賀
宝
生
の
世
界
―

一，

二
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，

九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，

二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，

四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，

四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，

六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
　
―
芭
蕉
の
教
え
を
守
っ
た
男
―

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙
・
春
日
本
万
葉
集
と
ふ
る
さ
と
の
文
芸

五
〇
〇
円

本
願
寺
展
　
―
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
―

二，

三
〇
〇
円

シ
ャ
ル
ジ
ャ
、
砂
漠
と
海
の
文
明
交
流
―
ア
ラ
ビ
ア
の
歴
史
遺
産
と
文
化
―

一，

三
〇
〇
円

ト
キ
舞
う
空
へ
　
鳥
と
人
の
文
化
史

一，

〇
〇
〇
円

徳
川
将
軍
家
と
加
賀
藩
　
最
新
刊

価
格
未
定

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
│
二
六
二
│
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

甕形土器

長束正家書状 前田利家朱印状

本阿弥光悦書状　長九宛 前田安勝黒印状
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中学生の「わくワーク（work）」職業体験

金
沢
市
内
の
中
学
生
に
よ
る
職
業
体
験
、「
わ
く

ワ
ー
ク
」
が
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
月
末
か
ら

七
月
に
か
け
て
、
兼
六
中
学
校
（
六
名
）、
額
中
学

校
（
六
名
）、
紫
錦
台
中
学
校
（
六
名
）
の
三
佼
の

生
徒
た
ち
が
、
当
館
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
三
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
人
生
で
初

め
て
学
校
を
離
れ
た
「
お
仕
事
体
験
」
に
程
よ
く
緊

張
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
普
段

は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

特
別
収
蔵
庫
に
も
案
内
さ
れ
、

少
々
興
奮
気
味
に
体
験
を
終

え
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
に
当
た
る

期
間
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
特
別
展
、「
ト
キ

舞
う
空
へ
　
鳥
と
人
の
文
化
史
」
が
八
月
三
十
一

日
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
ト
キ
を
テ

ー
マ
に
し
た
第
一
会
場
で
は
、
体
験
型
の
展
示
に

多
く
の
子
供
た
ち
が
集
ま
り
、
鳥
と
人
の
か
か
わ

り
の
歴
史
に
つ
い
て
、
大
量
の
資
料
を
展
示
し
た

第
二
会
場
も
興
味
深
い
内
容

が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
会
期

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
イ
ベ

ン
ト
も
反
響
が
大
き
く
、
石

川
の
「
ト
キ
ブ
ー
ム
」
が
実

感
さ
れ
ま
し
た
。

博
物
館
学
芸
員
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
、
重
要

な
必
修
科
目
の
一
つ
と
し

て
博
物
館
学
芸
員
実
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

八
月
二
日
か
ら
八
月
七
日

ま
で
の
六
日
間
に
わ
た
っ

て
各
地
の
大
学
か
ら
九
名
の
学
生
が
参
加
。
大
変

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
資
料
整
理
、
写

真
撮
影
、
収
蔵
庫
整
理
、
展
示
方
法
な
ど
の
現
場

実
習
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
未
来

の
学
芸
員
を
目
指
し
た
、
若
さ
と
情
熱
が
感
じ
ら

れ
た
六
日
間
で
あ
り
ま
し
た
。

トキへの熱い思いを語る　村本義雄さんの展示ツアー

夏
季
特
別
展
の
開
催
に
合

わ
せ
、
七
月
十
八
日
と
八
月

一
日
に
村
本
義
雄
さ
ん
（
日

本
中
国
朱
鷺
保
護
協
会
名
誉

会
長
）
に
よ
る
展
示
ツ
ア
ー

「
ト
キ
、
命
の
軌
跡
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ト
キ
保
護
運
動
の
第
一
人
者
で
あ

る
村
本
さ
ん
の
熱
心
な
お
話
し
振
り
に
、
会
場
と

な
っ
た
第
四
展
示
室
は
、
暑
さ
も
あ
っ
て
相
当
な

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
村
本
さ
ん
の
、
ま

さ
に
人
生
そ
の
も
の
を
語
る
内
容
に
は
迫
力
が
あ

ふ
れ
、
聴
く
も
の
を
引
き
つ
け
る
力
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

夏季特別展「トキ舞う空へ」終了 学芸員目指して　博物館実習

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
催事日録 

（
10
〜
12
月
）

行
事
日
程

行
事
日
程 

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
各
関
係
展
示
室
（
十
月
一

日
は
屋
外
行
事
と
な
る
の

で
、
正
面
玄
関
前
に
お
集

ま
り
下
さ
い
。）

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
展
示
室
内
行
事
に
つ
き
、

入
館
料
が
必
要
（
十
月
一

日
は
屋
外
行
事
の
た
め
無

料
）

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
無
料

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

10
/
1
（
金
）

本
多
の
森
　
屋
外
展
示
ツ
ア
ー

（
普
及
課
長
　
前
田
武
輝
）

10
/
16
（
土
）

徳
川
将
軍
家
と
加
賀
藩
　

（
学
芸
主
幹
　
北
　
春
千
代
）

11
/
12
（
金
）

海
辺
の
風
景
　
―
マ
ガ
キ
と
船
小
屋
―

（
学
芸
専
門
員
　
大
門
　
哲
）

12
/
3
（
金
）

金
沢
商
人
と
江
戸
時
代
の
お
金

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

12
/
18
（
土
）

布
と
手
わ
ざ
の
文
化
史
　
―
押
絵
・
細
工
物
―

（
学
芸
主
任
　
大
井
理
恵
）

常設展示ワンポイント解説

れきはくゼミナール

常
設
展
示
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
解
説

れ
き
は
く
ゼ
ミ

ナ
ー
ル

常
設
展
示
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
解
説

常
設
展
示
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
解
説

れ
き
は
く
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
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暴
風
雨
の
中
で
開
業
し
た
金
沢
駅

巨
大
な
総
ガ
ラ
ス
製
「
も
て
な
し
ド
ー
ム
」
に
重
厚
な
木

造
「
鼓
門
」
…
、
県
都
金
沢
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
J
R
金

沢
駅
は
、
近
年
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
こ
の
金
沢
駅

の
開
業
は
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
と
い
い
ま
す
か
ら
、

も
う
百
十
年
以
上
も
昔
の
こ
と
。
で
、
そ
の
当
時
の
駅
は
ど

ん
な
様
子
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
よ
〜
く
わ
か
る
模
型
が
第

2
展
示
室
に
あ
り
ま
す
。「
え
ぇ
っ
と
、
そ
ん
な
ん
あ
っ
た

ぁ
？
」
と
い
う
方
は
、
た
ぶ
ん
隣
り
の
浅
電
ジ
オ
ラ
マ
に
目

を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
？

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
北
陸

線
建
設
工
事
（
敦
賀
・
富
山
間
）
は
、
同
三
十
一
年
に
金
沢

ま
で
到
達
し
ま
し
た
。
当
館
の
金
沢
駅
模
型
は
、
昭
和
六
十

一
（
一
九
八
六
）
年
十
月

の
開
館
に
合
わ
せ
て
製
作

さ
れ
た
の
で
す
が
、
完
成

ま
で
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た

苦
労
話
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
当
時
の
建
築
図
面

が
、
金
沢
駅
に
も
国
鉄

（
当
時
）
本
社
に
も
残
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
は
困
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
意
外
に
も
、
金
沢

市
内
の
あ
る
老
舗
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
資
料
の
中
に

埋
も
れ
て
い
ま
し
た
。

図
面
に
は
駅
名
が
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

長
い
間
金
沢
駅
だ
と
は

気
付
か
な
か
っ
た
と
の

こ
と
。
こ
れ
は
古
い
駅

の
写
真
と
の
照
合
で
何

と
か
判
明
。
と
こ
ろ
が

こ
の
図
面
、
墨
一
色
だ

っ
た
た
め
、
駅
舎
が
ど
ん
な
色
だ
っ
た
の
か
分
か
ら
ず
、
こ

こ
で
も
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
。
こ
れ
も
鉄
道
に
詳
し
い
方

の
助
言
を
得
る
な
ど
し
て
、
ど
う
に
か
ほ
ぼ
忠
実
な
復
元
に

ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

さ
て
、金
沢
駅
開
業
日
の
明
治
三
十
一
年
四
月
一
日
に
は
、

盛
大
な
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
大
暴
風

雨
の
た
め
あ
え
な
く
中
止
。
散
々
な
初
日
で
し
た
。
幸
い
に

も
翌
日
は
晴
天
と
な
り
、
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
当
時
の
新
聞
に
は
、

見
物
の
つ
い
で
に
乗
車

す
る
人
々
が
多
く
待
合

室
が
満
員
に
な
っ
た
と

か
、
ま
た
列
車
の
発
車

ご
と
に
花
火
が
放
た
れ

た
こ
と
な
ど
、
前
日
の

う
っ
ぷ
ん
晴
ら
し
の
よ

う
な
盛
況
ぶ
り
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

本
多
の
森
か
ら

夏
季
特
別
展
で
は
、
石
川
、
富
山
両
県
に
残
る
ト
キ
の
剥
製
五
体
を
展
示
し

ま
し
た
。
通
常
は
、
羽
根
の
「
朱
鷺
色
」
が
あ
せ
る
た
め
、
照
明
を
暗
く
し
た

展
示
室
で
ご
く
短
い
期
間
し
か
公
開
し
ま
せ
ん
。
本
展
で
は
、
紫
外
線
を
ほ
と

ん
ど
出
さ
な
い
L
E
D
照
明
を
使
う
こ
と
で
、
会
期
を
通
し
て
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
五
体
の
う
ち
当
館
所
蔵
の
「
能
里
（
の
り
）」
は
、
本

州
最
後
の
一
羽
と
し
て
能
登
半
島
に
六
年
間
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
暮
ら
し
て
い
た

ト
キ
で
す
。
今
回
は
仲
間
に
囲
ま
れ
て
ひ
と
夏
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
喜
ん

で
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
秋
季
特
別
展
で
は
一
転
、
徳
川
将
軍
家
か
ら
前
田
家
に
嫁
い
だ
姫
君

た
ち
の
、
華
や
か
な
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

企
画
展
　
新
春
を
祝
う

1
月
4
日
（
火
）〜
2
月
6
日
（
日
）

第
1
特
別
展
示
室

館
蔵
品
の
中
か
ら
、
新
春
を
寿
ぐ
吉
祥

関
係
の
資
料
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

企
画
展
　
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
0

2
月
19
日
（
土
）
〜
3
月
21
日
（
月
・
祝
）

第
1
特
別
展
示
室

平
成
22
年
度
に
県
民
の
皆
様
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料

や
、
お
預
か
り
し
た
資
料
を
中
心
に
、
当
館
が
系
統
的
に
収
集
し

て
い
る
資
料
な
ど
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

次
回
の
展
覧
会

9
月
21
日
（
火
）・
22
日
（
水
）

2
日
間

10
月
　
休
館
日
な
し

11
月
4
日
（
木
）・
5
日
（
金
）

2
日
間

12
月
28
日
（
火
）
〜
31
日
（
金
）

4
日
間

展
示
替
え
等
に
よ
る
休
館
日
（
10
〜
12
月
）

金沢駅舎模型


